
　

バ
イ
オ
マ
ス
パ
ワ
ー
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ

（
株
）（
三
重
県
松
阪
市
、１
９
９
０
kW
）は
、

（
株
）
玉
木
材
（
奈
良
県
五
條
市
）
を
グ
ル
ー

プ
に
迎
え
、
京
阪
奈
地
区
お
よ
び
三
重
地
区

に
お
い
て
、
都
市
部
の
工
務
店
、
製
材
工
場
、

種
苗
・
素
材
生
産
事
業
者
が
相
互
に
事
業
連

携
し
て
地
域
経
済
を
活
性
化
さ
せ
る
「
地
方

創
生
型
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
林
業
」
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

Forest

」
に
よ
っ
て
デ
ー
タ
化
し
ま
す
（
図

２
）。
原
木
の
最
適
な
木
取
り
を
事
前
に
検

討
す
る
こ
と
で
立
木
の
価
値
を
向
上
を
目
指

し
ま
す
。

実
証
内
容

２
、
素
材
生
産

　

レ
ー
ザ
ー
計
測
し
た
デ
ー
タ
を
用
い
、
立

木
及
び
微
地
形
の
デ
ー
タ
を
Ｇ
Ｉ
Ｓ
上
で
判

読
す
る
（
図
３
）
こ
と
に
よ
っ
て
、
効
率
的

な
架
線
の
索
張
り
方
法
を
設
計
し
、
素
材
生

産
コ
ス
ト
の
低
減
を
目
指
し
ま
す
。

３
、
流
通

　

素
材
販
売
の
約
９
割
は
原
木
市
場
に
依
存

し
て
お
り
、
独
自
の
販
路
開
拓
と
収
益
源
の

１
、
森
林
資
源
調
査

バ
ッ
ク
パ
ッ
ク
型
３
Ｄ
レ
ー
ザ
ス
キ
ャ
ナ
等

を
使
用
し
た
レ
ー
ザ
ー
計
測
（
図
１
）
に
よ

り
、
現
地
の
詳
細
な
等
高
線
デ
ー
タ
・
立
木

情
報
・
径
・
材
長
・
曲
が
り
等
の
情
報
を
取

得
し
、
こ
れ
ら
の
情
報
を
ソ
フ
ト
「D

igital 

　
林
野
庁
で
は
、
令
和
４
年
度
予
算
で
「
新
し
い
林
業
」
に
向
け
た
林
業
経
営
育
成
対
策
と
し
て
、

経
営
モ
デ
ル
実
証
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
月
号
で
は
、
奈
良
県
の
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

図１　バックパック型３Ｄレーザスキャナ

図２　毎木の詳細なデータ化

シリーズ
新しい林業

「
新
し
い
地
方
創
生
型
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
林
業
」

へ
の
挑
戦　
　
　
　
　
　
　
　

奈
良
県
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実
証
結
果

１
、
森
林
資
源
調
査

　

レ
ー
ザ
ー
計
測
に
よ
る
測
量
は
、
１
日
で

広
範
囲
の
測
量
が
で
き
、
径
・
樹
高
・
材
積
等

を
一
覧
表
示
や
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
り
、
架
線
集
材
の
計
画
検
討
に

有
効
で
し
た
。
一
方
で
、
徒
歩
計
測
の
た
め

肉
体
的
負
担
が
大
き
い
こ
と
、
ま
た
自
社
で

の
デ
ー
タ
解
析
の
際
に
エ
ラ
ー
の
発
生
が
散

見
さ
れ
た
た
め
、
計
測
方
法
の
改
善
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

２
、
素
材
生
産

　

本
実
証
で
は
、
従
来
の
ヘ
リ
集
材
か
ら
皆

伐
・
架
線
系
搬
出
へ
変
更
し
ま
し
た（
図
４
）。

こ
れ
に
よ
り
、
①
素
材
生
産
コ
ス
ト
は
約
半

減
し
、
②
並
材
を
含
め
総
出
材
量
が
増
加
し
、

図３　地形と立木の位置のＧＩＳ判読

図４　架線集材・搬出

図５　製材事業者のニーズと課題の共有

図６　第２回協議会

多
角
化
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
た

め
、
地
域
の
製
材
工
場
や
工
務
店
と
意
見
交

換
を
実
施
し
、
木
材
流
通
の
実
態
と
需
用
者

ニ
ー
ズ
を
十
分
に
把
握
し
、
理
解
の
促
進
を

図
り
ま
す
。

４
、
再
造
林

　

造
林
予
定
地
は
、Ｇ
Ｉ
Ｓ
上
で
の
地
形
判
読

に
基
づ
き
、
災
害
発
生
予
測
等
も
考
慮
し
た

「
ゾ
ー
ニ
ン
グ
」
を
行
い
ま
す
。
生
産
性
の
観

点
も
踏
ま
え
て
選
定
し
た
樹
種
に
よ
る
適
地

適
木
を
計
画
し
、
多
様
な
獣
害
対
策
を
行
い

つ
つ
も
低
コ
ス
ト
で
の
成
林
を
目
指
し
ま
す
。

生
産
性
が
向
上
し
ま
し
た
。
一
方
で
、
架
線

集
材
未
経
験
者
が
大
半
で
あ
っ
た
た
め
、
人

件
費
の
割
合
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

３
、
流
通

　

川
上
、
川
中
、
川
下
の
各
事
業
体
が
必
要

と
し
て
い
る
情
報
の
洗
い
出
し
、
課
題
の
整

理
等
を
行
い
ま
し
た
（
図
５
）。
令
和
５
年
度

は
そ
れ
ら
の
情
報
を
基
に
素
材
生
産
事
業
者

と
製
材
事
業
者
と
の
直
納
ス
キ
ー
ム
を
作
成
・

実
行
し
、
検
証
し
ま
す
。

４
、
再
造
林

　

獣
害
対
策
の
観
点
か
ら
、「
防
護
ネ
ッ
ト
に

よ
る
対
策
」
を
実
施
す
る
区
画
と
、「
ヘ
キ
サ

チ
ュ
ー
ブ
に
よ
る
単
木
保
護
」
を
実
施
す
る

区
画
を
組
み
合
わ
せ
て
、
獣
害
防
護
と
生
育
条

件
に
適
し
た
樹
種
を
選
定
す
る
と
と
も
に
、
搬

出
時
の
作
業
性
に
つ
い
て
も
検
討
し
ま
し
た
。

今
後
の
取
組

　

令
和
５
年
度
は
、
素
材
生
産
に
お
け
る
作

業
効
率
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
再
造
林

に
お
い
て
は
防
護
ネ
ッ
ト
の
施
工
を
工
夫
し

て
獣
害
対
策
を
徹
底
す
る
こ
と
で
、
更
な
る

コ
ス
ト
低
減
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
地
元
製

材
事
業
者
へ
の
直
納
ス
キ
ー
ム
を
構
築
し
、

諸
課
題
を
詳
細
に
検
証
し
て
い
き
ま
す
。

　

植
栽
樹
種
の
選
定
は
、
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
以

外
に
、
獣
害
を
受
け
づ
ら
い
ア
カ
マ
ツ
、
乾

燥
し
た
当
該
エ
リ
ア
で
も
育
ち
や
す
い
ウ
バ

メ
ガ
シ
、
早
生
樹
の
セ
ン
ダ
ン
を
選
定
し
ま

し
た
。
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